
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

実
質
収
支
は
、
15
億
４
千
200
万
６

千
円
、
実
質
単
年
度
収
支
は
６
億
７

千
万
円
と
な
り
、
２
年
連
続
の
黒
字

と
な
っ
た
。
行
財
政
改
革
推
進
の
結

果
の
表
れ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

財
政
力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
、

人
件
費
比
率
と
も
に
、
ポ
イ
ン
ト
を

改
善
し
て
お
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
無
く
市
政
運
営
が
図
ら
れ
て

い
る
点
も
改
善
と
し
て
評
価
す
る
。

徴
収
率
の
伸
び
が
多
摩
地
域
ト
ッ

プ
に
な
っ
た
こ
と
は
、
高
く
評
価
で

き
る
。
不
断
の
行
財
政
改
革
、
人
事

給
与
構
造
改
革
、
民
営
化
の
実
現
等
、

認
定
に
値
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
❶
大
規
模
事
業
は
聖
域
に
し
な

が
ら
、
国
保
税
増
税
が
行
わ
れ
、
保

育
料
値
上
げ
と
就
学
援
助
切
下
げ
の

検
討
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
生

活
に
は
冷
た
い
税
金
の
使
い
方
で
あ

る
た
め
。
❷
早
期
建
設
が
望
ま
れ
る

新
福
祉
会
館
建
設
計
画
を
西
岡
市
長

が
白
紙
に
し
、
先
行
き
不
明
の
状
態

に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
。
❸
行
革
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
人
件
費
が
改
善

さ
れ
る
中
、
民
間
委
託
化
や
市
民
犠

牲
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
大
規
模

事
業
こ
そ
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

西
岡
市
長
に
よ
る
新
福
祉
会
館
の

検
討
委
員
会
の
中
断
、
基
本
設
計
等

の
契
約
解
除
で
、
平
成
31
年
度
の
完

平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

審
議
し
た
主
な
議
案

成
が
水
泡
に
帰
し
た
点
は
苦
言
を
呈

す
る
。
次
の
点
は
前
市
長
の
計
画
が

実
現
し
た
も
の
で
、
評
価
す
る
。
❶

可
燃
ご
み
処
理
で
の
近
隣
他
市
の
協

力
に
よ
る
浅
川
清
流
環
境
組
合
設
立
、

❷
20
％
増
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

❸
訪
問
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
啓
発
、

❹
保
育
施
設
開
設
、
❺
市
民
後
見
人

育
成
事
業
、
❻
玉
川
上
水
人
道
橋
設

置
、
❼
小
中
学
校
非
構
造
部
材
改
修

設
計
、
❽
小
金
井
宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
の
命
名
権
に
よ
る
300
万
円
の
歳
入
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
 

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

❶
市
職
員
給
与
が
前
年
度
比
６
千

674
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
財
源
が
少
な
い
決
算
で
あ
る
。

❷
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
世

代
を
支
え
る
民
生
費
、
青
少
年
を
育

成
す
る
教
育
費
は
、
市
民
１
人
当
た

り
で
、
多
摩
26
市
最
低
額
の
決
算
で

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。
た
だ
し
、

決
算
年
度
中
、
西
岡
市
長
が
、
耐
震

強
度
不
足
の
マ
ン
シ
ョ
ン
隣
接
地
へ

の
福
祉
会
館
建
設
計
画
を
停
止
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
。
市
庁
舎
（
床
面

積
を
大
胆
に
縮
減
）、
福
祉
会
館
を
、

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
に
「
早
く
、

安
く
、
賢
く
」
建
て
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
経
常
収

支
比
率
は
90
・
７
％
、
人
件
費
比
率

は
15
・
３
％
に
向
上
し
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
や
ま

ち
づ
く
り
、
社
会
保
障
関
連
経
費
な

ど
、
多
額
の
財
源
が
必
要
な
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
近
い
将
来
訪
れ
る
人

口
減
少
に
備
え
た
行
政
経
営
手
法
の

確
立
と
職
員
力
の
向
上
も
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
も
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

８
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
渡
辺
大
三
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
13
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
庁
舎
建

設
に
向
け
た
「
庁
舎
建
設
基
金
積
立

金
」（
３
億
円
）、
保
育
従
事
職
員
の

宿
舎
を
借
り
上
げ
た
事
業
者
に
対
し

て
補
助
を
行
う
「
保
育
従
事
職
員
宿

舎
借
上
支
援
事
業
に
要
す
る
経
費
」

（
千
581
万
１
千
円
）、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
向
け
た

「
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す

る
経
費
」（
千
349
万
円
）
な
ど
で
す
。

９
月
21
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�
中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

賛
成
す
る
理
由
と
し
て
、
❶
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
に
関
わ
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
❷
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
❸
行
財

政
改
革
に
関
わ
る
経
費
も
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
要
す
る
に
子
育
て
環

境
の
充
実
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
・

地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
、
行
財
政
改

革
の
更
な
る
推
進
と
い
う
観
点
と
、

財
政
調
整
基
金
へ
５
億
円
、
庁
舎
建

設
基
金
へ
３
億
円
、
環
境
基
金
へ
２

億
円
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
積
立
て
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

い
ず
れ
の
事
業
も
、
国
や
都
の
委

託
費
や
補
助
金
を
的
確
に
捉
え
て
、

安
心
・
安
全
な
小
金
井
、
子
育
て
支

援
事
業
、
４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
積
極
参

に
捉
え
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
各
位
の

不
断
の
努
力
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

加
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

資
す
る
予
算
計
上
で
あ
る
。
ま
た
、

繰
越
金
確
定
に
よ
る
余
剰
金
も
、
地

方
財
政
法
に
の
っ
と
り
、
ご
み
処
理

施
設
建
設
、
庁
舎
建
設
、
福
祉
会
館

建
設
等
の
市
政
運
営
に
必
要
な
基
金

積
立
が
適
切
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
余
剰
金
額
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

不
適
切
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
せ
て
も
ら
う
。

８
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
８
日
、
16
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
保
育
施
設
等
の
利
用

者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利

用
料
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
内
容

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

９
月
21
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員

会
で
の
審
査
が
不
十
分
と
し
て
再
度

委
員
会
付
託
を
求
め
る
「
再
付
託
を

求
め
る
動
議
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数

に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

条
例
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
❶

実
質
賃
金
が
５
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

の
中
で
、
子
育
て
世
代
の
生
活
に
影

響
を
与
え
る
。
❷
国
の
保
育
料
徴
収

基
準
額
の
34
・
９
％
を
是
正
す
る
と

し
て
い
る
が
、
基
準
額
の
根
拠
が
説

明
で
き
な
か
っ
た
。
❸
認
可
外
保
育

所
と
の
格
差
の
是
正
は
、
認
可
外
保

育
所
の
補
助
金
を
増
や
し
、
保
育
料

を
引
き
下
げ
て
是
正
す
べ
き
で
あ
り
、

認
可
保
育
所
の
保
育
料
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
、
抜
本
的
な
格
差
の
解
消

に
は
な
ら
な
い
。
❹
説
明
会
を
開
催

し
な
い
と
い
う
姿
勢
は
、「
市
民
と

の
対
話
」
と
し
た
公
約
に
違
反
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

保
育
の
利
用
者
負
担
額
は
15
年
以

上
も
改
定
し
て
お
ら
ず
、
多
摩
26
市

中
で
最
低
水
準
。
放
置
す
れ
ば
今
後

の
子
育
て
環
境
整
備
に
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
。
負
担
額
軽
減
や
階
層

は
応
能
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

３
年
間
の
経
過
措
置
も
設
け
て
い
る
。

改
定
で
の
増
額
分
を
財
源
に
認
可
外

保
育
園
通
園
の
助
成
金
の
増
額
等
を

見
直
す
検
討
が
可
能
。
今
後
、
定
期

的
な
見
直
し
の
議
論
と
必
要
に
応
じ

た
改
定
で
適
正
化
に
努
め
、
市
民
と

利
用
者
へ
の
更
な
る
丁
寧
な
説
明
を

求
め
、
市
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
の
充
実
発
展
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

西
岡
市
長
の
公
約
「
子
育
て
環
境

日
本
一
」
は
、
多
く
の
子
育
て
世
代

に
共
感
を
得
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
限
ら
れ
た
財
源
で
政
策
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
、
行
財
政
改
革
を

徹
底
し
て
生
み
出
さ
れ
た
財
源
を
充

当
す
る
こ
と
で
あ
り
、
利
用
者
の
負

担
増
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
こ
の
条
例
改
正
の
提

案
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
利
用
者

説
明
会
な
ど
開
催
し
、
理
解
を
得
る

努
力
を
し
て
こ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、

今
後
に
つ
い
て
も
極
め
て
消
極
的
な

態
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
議
案
に

は
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
討
論 （
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

小
金
井
市
で
は
15
年
間
以
上
利
用

者
負
担
の
見
直
し
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
多

摩
26
市
の
う
ち
で
最
も
低
い
結
果
と

な
っ
た
。
賛
成
の
理
由
と
し
て
は
、

❶
３
年
間
の
経
過
措
置
を
行
い
、
激

変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
。
❷

「
応
能
負
担
」
の
考
え
方
に
よ
る
上

げ
幅
で
あ
る
こ
と
。
本
議
案
の
成
立

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
手
厚

く
支
援
し
て
い
く
方
向
に
な
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
の
更
な
る
子

育
て
施
策
の
充
実
を
求
め
、
本
議
案

に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

林
倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

本
条
例
は
、
15
年
ぶ
り
に
保
育
利

用
料
の
値
上
げ
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
市
民
説
明
会
を
求
め
続
け

て
き
た
が
、
説
明
会
を
開
催
す
る
と

の
答
弁
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

保
護
者
か
ら
は
「
値
上
げ
の
話
は

聞
い
て
い
な
い
」「
民
間
園
に
は
情

報
が
入
っ
て
こ
な
い
」「
市
か
ら
説

明
が
聞
き
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
て
お
り
、
市
は
、
市
民
の
声
に
応

じ
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

保
育
料
の
公
定
価
格
に
つ
い
て
も
、

そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
国
に
対

し
て
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
進
党
）

多
摩
26
市
最
低
と
な
っ
て
い
る
利

用
者
負
担
の
適
正
化
は
15
年
以
上
先

送
り
さ
れ
て
き
た
が
、
他
施
策
と
の

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
看
過
で
き

な
い
。
低
所
得
階
層
の
負
担
を
据
え

置
き
、
応
能
負
担
を
徹
底
し
た
本
改

正
の
後
で
も
ま
だ
低
い
水
準
で
あ
り
、

改
正
で
得
た
財
源
９
千
700
万
円
で
保

育
の
質
と
量
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
、
未
来
だ
け
で
な
く

現
在
保
育
所
を
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
に
も
有
益
で
、
十
分
理
解
で
き
る
。

認
可
と
認
可
外
保
育
所
負
担
の
格
差

是
正
を
一
刻
も
早
く
実
現
す
る
た
め
、

こ
れ
以
上
の
先
送
り
は
許
さ
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

子
ど
も
の
医
療
費
・
学
費
は
無
料

化
す
べ
き
で
あ
り
、
子
育
て
経
費
も

助
成
を
す
べ
き
で
あ
る
。
３
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
家
庭
で
母

親
の
感
性
で
育
て
る
こ
と
が
一
番
良

い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
律

で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
女
性

の
社
会
で
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
る
。

職
場
復
帰
で
き
る
社
会
的
構
造
や
法

的
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
制

度
で
は
、
低
所
得
者
が
認
可
保
育
所

に
入
り
づ
ら
く
、
改
正
す
べ
き
で
あ

る
。
経
済
活
動
の
た
め
に
保
育
所
に

子
ど
も
を
預
け
る
に
は
、
収
入
に
応

じ
た
一
定
の
負
担
は
必
要
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
小
金
井
）

電
源
遮
断
装
置
を
電
源
ブ
レ
ー
カ

ー
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
震
災
時
の

通
電
火
災
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
評
価
で
き
る
。
だ
が
、
ガ
ス
は

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
で
震
災
へ
の
対

応
が
で
き
て
い
る
。
現
在
、
電
力
は

自
由
化
さ
れ
、
電
力
量
計
は
デ
ジ
タ

ル
化
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
な
ぜ

利
用
者
側
が
金
銭
負
担
し
て
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
な
ぜ
ガ

ス
で
実
現
で
き
る
こ
と
が
電
気
で
は

で
き
な
い
の
か
。
電
力
供
給
者
が
、

震
災
対
応
ブ
レ
ー
カ
ー
の
研
究
・
開

発
に
努
力
し
、
市
民
へ
安
心
を
提
供

す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

【
８
月
31
日
、
９
月
７
日
】

▼
６
施
設
複
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
の
報
告
書
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「

電

源

遮

断

装

置

」

に

関

す

る

陳

情

書

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

９
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

リ
ベ
ラ
ル
保
守
の
会
選
出
の
議
会
運

営
委
員
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
）
百
瀬
和
浩
議
員

（
旧
）
渡
辺
大
三
議
員

議
会
運
営
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た
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